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Ⅰ..緒 言

pipPrOl-ylt'utoxidelが pyrethrinslこたいして

共力的l土はたらくことは,粉乳 淡剤乃至煩誘Tr刑な

t;･の位m形掛こおいてはすでに確定埠な節男として一

線にみとめられていると･ころであるが,蚊収院香のよ
うな燃焼をともなう粉合の共力効果については,米だ
両論まちまちである.元来除虫ZJu一粉のみを原料とする･

rlnr的な蚊収税香においてさえ,その有効既か ､わゆ ､ー

る燃塊に関与する物理的の諸要因に大きく支耽されて'

有効成分である pyrethrinsの合有辻とは平行的な

閑旅をしめきないことが普通である2,3);それ故かt)に

p.butoxideを併用することによって若干の有効脚 ;

たかめられたとしでも,その結果は本JrJ11的に虫糾相互

の共力効果に生来するものカ;否かの判定はわづかな実

験結果のみなもってしては窄易になしがたい｡本論に

ヽおいでのべるところもそうした恋妹において決定的な

嗣駅をあたええず,ただ脚こ実験結果を羅列しただけ

にすぎない｡

ただこの小実験が将来においておこなわれ声研究に

対して,何等かゐ参考資料となるならば串であると考

えて,あえて不充分なる実放結果をここにかかげる次

餌である｡

本刑geltIntercoコtinental∫ndustries,Inc･(U･
S.A･)の F.SamRoman祉長が p･bTtOXideの我

国に放ける位1flに関する研究を武倍数掛こ伍画された

もの一軒Cあって,研究班の一･部は同社に仰いだ為の

であり.細密のJ取誌は大野.肪m.が行い生物試験灘び
に結果の枚討は長沢が行ったO

叉突放茂行上いろいろ.iO廿控助をいただいた当別兜

笠の各位に況甚の謝恋を恥 たいd

:ⅠⅠこ 実験材料及び装置方法

供託蚊榔 泉杏はいくつかの材料と,ことなった方法

によって和浩L実験にもちいたからそれぞれの実験結

p黙をのべる際に併記することとし,本節においては供一

糾昆虫と突放張斑方法の大安のみをしるしておきたい.0
-(1) アカイエカ CTJZex♪l'L･ie7ZS tvay..patz㌫s

iZI

Coquillett成虫｡ 苗拭市内の排水絹でその蛸を採残

し 実験室にもちかえって羽化せしめたもので,ー羽化

後2日口のm作を実験に伏した｡雌班の区別はおこな
わず atrandom に才和iして実験群'Z糾｣に笥大した
那,手長計結欠における性比はお むゝね1:1であった.

(2) イ工,{土M"scLtdomcsiicaL.成虫｡豆惜

粕と酵母を幼虫の培兆とし 小文粉の糊を成虫の印と-.

して飼育した羽化後4乃ji5日日のものをもちいた｡■･
この窯跡ますでに当別兜計c数nlltleを茄過した形態

学的にヰ鳥 取学的にもほ士一様の泣伝的性クてを和する
もあとみなされる一系統である.･宍放容器中に採取す
る吻合の考rr定はアカイエカの切分と同ばである｡ ,

(3)■受験装置･方法｡紅筏 20cm,花さ 43cm

(内容紺T約 13.5L)のガラ'7.RJ里の円田で,I.ゴムバツキ

I/グを問にして上下に2桐のilクス矧,]妃をおいた｡

下方円表芸の小火にあけられた荘琵 5cm の糊 Lから
供託昆虫を町人し また瓜火した松-fiを税か台にとりt
つけてコ●ム松上にのせそこにおくようにした4).竹垣

せしめろ紙杏の正は,アカイエカの場合は時間をもっ
て2分Pulとし イエバェの場合は璽忠によ?て 0･5

gr.を燃焼苑憧せしめた｡亘してこの発達時よt)供試

昆虫が煙霧の被毒によって飛期不能におちいり蕗下何

層 する個体を対数的間隔をもって観察記録したo観察

間隔は実験結果の表にしめしたとおりやあるが,いず.

れにおいても32分乃至33分15秒をもって∵実験を終了

した｡粗密試料の粍職王これを小).Lにくだき,よtran･

domにとt)Jllす方･uiによった｡
ⅠⅠⅠ.突放持果判定の方法

蚊取紘杏灯輔の被昭によってひきおこされる,イエ
バェ乃ヨミアカイエカの許下仰揺する累班百分率は,'こ

れをmissl)の､prol)itにおきかえた場合.被苛時

間?対数に対して直線的の関係をしあすことはすでに

しろした2,_3,4).この概念は叉今回-o実験結果にもまた

迅mさ元るととを前提 とtk Bli;s1,の時間-致死

琴曲輯一次変換の計罪方法にようでその回儒方程式を
･もとめ'これより,さきに大沢･長沢5'によってのべら
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れた有効度の表示法に準琴して各組香の絶対有効度と

標堆枚香にたいする供託椋香の相対有効度とを計辞し,

これらの数値からp･buto軍ideの pyret叶ins'に対

する共力効果を検討した｡なお有効姥は大沢･長沢6)

もしるしたごとく同情方由式の角係数 bが ~(1/b--q

抵抗性ゐ培準偏差)袖山誤等の範囲内でひとしくない

ときは M+hlCD形で (大沢･長沢6)はk-3を提

唱してt'､る)なさるべきであるが,おゝよその効梨を,

判定しうるにすぎない今回の実験結果に対してはこう

した考IFit.をはらわず, 丁寧に KT-50の恵すなわち

中火致落下仰転時間のみをとり~ぁげて有効度b)比較を_

おこない,それより結論をみちぴきだすにとどめた｡

＼'ⅠⅤ.臭験結果と者轟
･(1) Pyrethrjnsと p･blltOXideを混合塗附

した蚊寮線番のアカイエカの成虫を落下仰鼓せしめる

効力について｡,

(i) 供試酢 ㌢塗恥こもちいた pyretpri-nsCま除

虫菊ユキ?.を nitrometh与neで抽出し,括性毅素足手

を流して約･割した.もので,定立や･7)結凪まptyret_hrin

I,35.01%;pyreth.rim ll,63･30% の混合物で

ある｡p.buto:yideはU･S;IndustrialChremiCals

lnc.淑比の工梁封品である■oそしてその来示有効成-

分時づぎのど.とくであるol

I′ 1
o｢(∋菩 器 2cH2-0-CH2

!

Relatedcobp血ds

捺堆吸収弧否には市淑品のひとつをとりだしてこれ1号

あてたがい 有効成分含有量6･7)0.503% のものであ

る｡塗布の対象とな?た素地投香は,市販蚊収税香を

製造する際にもちいられるものとおなじ横紙と方法た

よって混合製造したものや;その組成は木粉53字,メ
ブ粉35%,水B:12%で,1怨の目方は 13gr.燃塊

時間は6時間40分で,普通市販蚊収税香と目方卜燃幼

時.PnLJは大体おなじで菱汚｡塗附の方痕は妨1簸上段に
･しめすような組成のben'zol溶液にそれぞれ1怨づづ

約1秒水平に浸打としてとりあげ,軌 に淑F'iulして乾放

したもので∴1程の菜地に吸収さ寸与るbe･,zol前波の

丑は大体 2gr･である.oなおこの実験は昭和2咋 10月
10日に温旺約 30oCの室温でおこなった｡

(i≠) 臭験結果｡庵 粗密怯嘘の散詩によって落下仰

転するアカイエカ成虫の時間的濁過を衣示すると約1

誠のごとくである.

㌔(i)'i) 考 察｡茄1表の結果から各紙香の絶対有

効度と捺堆独杏に対する供試税香の相対有効圧を誠,--1{

すると,妨2及び3表のごとくである｡

Tablel･Time､r(sec･)-knockdownlpercentY(%)tableofadultsofthedommonl10uSC

mos-quito(CulexL･lpz'ens,V-ar･タaZlensCoquillett)bytheso-call'ed-coatingmosquitoLcidein-
censeschangedwithpyrethrinsandpiperonylbutoxidei-nvariouscopcentrationsご

Mosquitocideintensc .JCoatingmosquitocideinFenSeteSted′ Brasisfor~:coatlt一gB -~Standardmo?quitocidclnSenCC
Codesign - ∴1 ･:2 3 _■-4｣'p5 _-6~､-7. 8~1 J.S,

ContentOfactivelngre-dientinbenzolpyre一十thrins.Aこユ.0.1.01 Jl.り ユ..0 1._0.:1.0 1.0 - - -0.503%

solutionイor p.buto十dipping二(%)xidS,_ い り 3.75 6,00 7..50 10.001_5.90 10.0 - -

No..dfinsects ●64 63,1;｣9S -54 70,㌔..㌔-_71 65∴ p57pJL:-53.I. 63ー

.2｣~1 0.00:0.00.~1.70 0.60 b1.00 0.00~0.00 o二oo-~O.od ~1.69J
･2.2 -LO.00･0.00 1.70 0.00_-0.00 O.00 0.00 0.00･~0.±oO 4.76
2.3 0.00 5.66 5.17 0.00 2.86 ･0.00 0.00 0̀.00 0.00 ー9.52
2.4 ･4.69._5.66 6.90 3.70 7.14-2.82 3.08 moo 0.00 .20.64

Claps,tflogT ◆2.62.7 4.2.1939.6227.59.29.6325.7125.3532.31 0.00 0.00. 61.9162.50-60.38･51.7248.1551.4336.62.49.23 0.00~0.00∴ 84.13
__2.8 81.2581ー13~60.3568.5272.865リ.16731.85 0.00 0.00 93.65
二 .-2.9-90.~6386.7977.5987.01188.5 80.2889.23_,0.00 0.00. !18.42
ー_.3.0 93.7588.6889.6698.66･､リ4.2992.t)696.92･0.00 0..00 :loo.00 ..

･.3.2100.00100.00100.00100.00100｣00100.00100.00･ー0.00 0.00 - ･100..00-ー
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Tahle2･Absoluteeff_･ctiv占ness~oftheso-calledcoatingmo.squitocidcinccnscS･lndthe

staTldardmosquitocideincensetestさくI.

Mosquitocjdcincensel1 1.2 13 61718
SIandnrddel･iationof
susceptib…lity,d

KnTCkdowne爪cjency,
a-/Q .

Tndcxofmedianknock
downtime,i･

MedianJknock down
time,T1-log-)i(Sらc.)

二‡二 I-- __享

■■■~
Table3.Relativeeflectivenessoftheso-'called･coating mosquitocidein(e_I)se§tothe

standardmosquitocideincense.

A105quitocideinccnse, I1 .I2 ト 3 ト 4 い l6 I7
Medianequiva!ent･EU-汽/To

Medianlpyrethrinsequivalent
concentratio71,〔P〕ひ-Ceo,(%)

以上の結果をみると菜地紋否 (B)のみを上述の非記

､､ 内で2分間燃幾せLやて供託昆虫に処理しても,まつ

や くそめ効果をみとあることは出来ないOと同時にこ

れへさらに,p･bdtoxideを 10.･0% 合有する -ヤ

zol溶液を塗附せしめたもの一(約8号)においてもま

たその効力はみとめられない.すなわち p･butoxide

_rF.mではアカイエカを落下仲宿せしめるこ~とは山楽な

いもあび 晒 される｡とらろで pナrethrinsノと p.

butbxideとを氾f71塗附した蚊収税香 (第1号乃至第

6･号)は同一班皮の pyrethrinsのみを塗附した節7

号蜂坂根香とほとんど同一程度の有効圧しかもたない｡

以上の結果を結合ナ右と●p.butoxideの俳mは大む

.ね無効と判断される去､また pyrethrinsを1.0%含有

するber)zol満液をもって前記の方法により塗附した

蚊取税香は捺唯にもちいた市販品には及ばないものと

.結取引t,右｡._/

(2) P.btLtOXidê をれりん亡んだ虎塀線香のイ'

エJl王の成虫を落下仰載せしめる効力について｡

･(i) 供試臨香｡全 pyrethrins丑 0･8,Qiを即 J-

する除虫茄粉と.0.07%を含1J'する'NlLu机 ならびに

タブ粉を臨料とし これとp.butoxideとを机4炎上
段にLめした割合で一班に況合,等比の水をくわえて
こh.班番的u誰で抽出し七割出したものであるO揺
矧 こもちいた蚊衣紋否は市販品の1つである｡なをこ

の実験は1951年10月30日から11月7別こわた.a期間に

おいて行われた｡

(iJ') 実験結果｡各紘香燥髄の被Fjによってイェバ

エの成虫が落下仰転する時間的窃過を累積筒分率をも

･ つてしめナと餌4衣のごとくである｡

(iii) 考 喪｡狐41Xの統御 ､ら希紘否の相対有効
皮と-,伽 韓杏に対する供試柑香の相対有効兜とを計
罪して試売す-ると茄r),6-aiのごとくであるoこれらの
計32:結果を結合して比較検討すると除虫茄のみをもち

いてづくった節7･P,･の紋所の有効圧にくらべて,これ

たさらに各位の;t.11分で p.lmioxideをねりこんだ映

香の有効圧はまさI),p.l''tltOXideを 1･00乃至3･00

程脚 at)こんだものはF,Ml?̂'･J'rlU口呪否の2倍桂皮の有
効蛇をしめし,捺押収裾の11-効圧にはもずか及ばない

程皮である｡そしてこの祇洲 における p･buloXiJ.C

の多少はその-Jl効鹿には関係なく多流を加えてもかな

らずLもよい結果をしめきないことが結m'される｡

(3) Pyrethrinsとp.btltOXideとを混合塗附

した蚊衣線香のイ王,.･ェ成虫を落下仰転せしめる効力o

(i) 供試試料｡この実験にもちいた帆香は紡7炎
上段にしめすように,淀hl的Jとして耶処した py-eこ

thrinsとp.1-utoxideとの況合 bcnzolrT';液の臥戒

が若干ことなるほかは.射 出映否のtW･:札 組成,刺状,

主剤の有効成分分布HLLL･及び液斑の方班などすべて節l

fR駅のそiLとおなじ･Cある｡肋 fi似香は祁uu''の 1輔
をもちいたが,その和助成分合和弘は 1951年12月27

日に定於5,7)した結恥 pyrethrinr,0･29,0./,pyre-

thrinII,0.30%,Totalpyrcthrin･s0-･59% であっ
た｡以下第~4.5.6節において控旗としてもちいた視香
はすべてこれと同一の製品である｡なおこの実験は昭LT
和27年1月14,15日の両E],,･紐皮 200の恒温筆中でお

こなった〇一･

･(ii) 実験結果｡各%'ミ珊 増の被iTjによってイ工,:

ェ成虫の落下仰転する時間的の超過を来示すると那7

′ ∴ 49



こ 防 虫 科 -学 界 17班

■
Table4･TimeT(see･)-knockdo,ynpercentY(%)tableofadplts?fthee6-mmon'hou･ヽ ＼.
sc爪y(MtLSCadomeslicaL.)by.themosquitdcideincense;m'adeofpyrethrummixedwith

plpcronylblltOXide･

Tal,lc5･Absolute.eLlectivcnessofthemosquitocideincense?madeofpyrethrum mixed

lVithpIPerOnylblltOXidearidthestandardmosqllitocideincense(ested.

Table6/RelativeeffectivenessofthemosquitocideincensesmadeoL_pyrethrum mixedヽ /
WMlplPerOnylbutoxide･tothestandardmosquitocideincense.

･知抜fT'･のごとくである｡約7米にみるように.I,,.ずれの
紘香におJlでも所定の32分以内では全供託虫の落下仰

喝をみることはできなかった.叉試験容語注から1とり出

して後の弥生割合は,除虫菊軍用の線香においてほほ一■.
とん占100%に軌 腐生率をしめC無 が,p･bu,to_XiT

dc併川のそれに.おいては24.時間後に叫ナる調重め結
JJ胎 その大牛が死滅していたOこの械血まつ ぎの第

4-6災政乃至妨8節に串ける細実験においても同様で,

60 _ヽ

石的液又乳剤などにおいて光学老のみとめたところは

ir平行した結果がえられた｡なお素地h't香 (B)のみ

Lでは妨7表のごとくほとんど落下仰転する個体はみら

れなかった｡

(iii)'考 蕪｡第7式の実験結卿 ､らその絶対有

効圧と標準取替にたいする供試類香の相対有効度とを■

計算す考と第8,9表のごとpくであるOまず位初に対 地
姓創こP.PutムⅩideのみを鄭付した暁香の有効度を

L_
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-'べつすると.妨6,6,7･TT,･ともに災験を路Tした32分

臼位でようやくその!F数を消下仰憤せしめておt),効

力は三･af･ともひとしいが節81Tlにいたって第千その布

効矧またかまっている.故に p.tltltoxidcのみを訊

Ff･lした映硬でもこの粉食大見川いろならば茄千の-JJ-効
蛇をみとめることは可鴨である｡つぎに節9-PJ･の

Pyrcthrinsの1.00%m液を脚けLた祝祷の71-劾皮は

節 17 蚊

指数にして 1.10485中央致落下仰転時rTHr]に換質して

12･731分である.~この pyrethrinsl･90,0,0'溶液に

p.bqtoxide'を第5,6,7,8号の軍用した場合とおなじ

だけの丑を喝入し,これを塗附した第1,2.3,4号ゐ浪

香の有効皮が節tJ号のそれより少しでも高められるな

らば,pyrethn'nsに対して p･t,utoxide.ほ共力的

にはたらくも▲のぴ lj断することが可百旨である.しかし!

Tal)1e7･TheTimeT(see.)-percentknockdownT̂･(形)tableofndultsofthecom-
monhouse月.V(MuscadomesticaL.)bytheso-calledcoatingzTiosquitoci､:eincensesCharged

withpyrethrinsandpiperonylbutoxideinvariousconcer)tratio云S.

Table8･Absolllteleffectivcne5SOftheso-calledcoating mosquitocideincFnSeS･lndthe

standardmosqnittocideincensetesled.

Tsoesquitocide.ince一巨 卜 2 3 14 L 5 l 6 17 L 8
Standarddeviation
ofsusceptibility,d
Knockdowne氏C-
iency,8-I/♂

.Index-ofmedian二
knockdowntime,_t
Mebianknockdol'vn
time,T-log-′t(min.)

Table9.RelhiveeLrectivenessofthesoICalledcoatingmosquitocideincensestothe

standardmosquitocideincer)主e.
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-I;;由実はこれに反してほとんど相ひとしし..結果乃至は反
･対に若干劣る結果しかしめしていない｡これよりp.

butoxideはこれを塗附した場合,､pyrethrinsに対

して共力朗にははたらかないものであると結諭される.

-･なおまた~pyfethrins1%溶液を逸附した投杏は接地

にもちいた pyrethrins合有丘0･59k 'o市販,nnutこも

'またはるかに及ばないものであるといいえられる. -

(4)･P.htoxideをねりとんだ蚊茨臨書bイエ
バ羊成虫を落下仰転せしめる効力｡ -

(i) 供試線香.Pyrethrins0.8% を含有する除

､虫ZjJ'粉と,0･07おを含有する抽出机 なら函こタブ粉

ノ を駄別ttしこれ_に p･1,utoxideをくあえて第10表土

~年にしめナような計算丑の有効成分を含有する税香を

;Tabl占10.TheTimeT(min.)/percent
coplmOnhouseny(MuscadomesIL'ca_L･).by

学 界 17班

つくったO.その製法はまず除虫菊粉,抽出粕及びタブ

粉を勉定立混合し,そこ? p･buroxideゐethcr溶

液を加えてよくしみわたらせてからまぜあわせ,e叫-

er を揮散せしめて後に等丑の水をくあえてねbあわ

せこれを税香抽LtS器にかけて作製したも,CDである｡こ

の実験は昭和27年2月15日温度 20oC-の位泡立中で

おこなった｡ r

(ii) 実験結果｡各軸香蛙窃あ班毎によって イェ

':ェの成虫が落下仲宿する時間的屈過を具現百分率を

- もって表示する主第10表後年にしめすとおりである｡

--(iii) 考 喪｡第･tO炎の結架より各班呑め絶対有

効度と控准映香にたいする供試股杏の相対7J一効蛇を栽

･京すると妨11,12表のごとくである｡妨10表を見れば

knockdownŶ･(%)tablebfadultsof-the
thepyrethrum mosquitoCideincensesmixed

withpiperonylbutoxideinyariousconcentration首.

∴Mo､iqtiiiocideincens?一一 ∴ _Mosquitocideincehse.tested ･Standard/mpSquitocide)nCenSe

･ Codesign ●~1 2 .3 ･.4 :5 了.6.-.7- J二8. -S

Cot)tentof,:actiヽ,eingrcdicnt(%)A-,-P.yrethTins oT2-.･o二軍 -:o;2 - - - ･0.2 - 0.5リ,?0,-P.btttOXide. .0.5 ▲lJ0 4.0 -0-.5 I.■0 _l2.9 - - -
LNo;ofeXpefim叩 tS ..3 3 3_ 3' 3ー 亘-･p3∴i.I.3: _a

N0.-ofih等eCtS-A 159 I.139 741 123 138 17LT'151 129 lらl

-6■21.3222.30.-24.8213.82 4.35 3.9812｣5810.85 ㌔.29.80ー
'8.57.'3554.6858.8′30.08'33.3317.6133.78･16.28 :.53.64

.16 81.6284.8LI87.94-38.2163.0446.5960.2725.58 83.44
t 24.91.9188.4995.7542.2871.7456.2563.58･27.91 92.72 .

Tablell.Absoluteeffectivenessofthemosquitl)Cideincensesm.adeoEpyrethrummiXcd
withpiperonylbutoxideandthestandardmosquitocideincensetested.

Mosquitocideincense ●1 1 [ 2 1 3 4 仁 5 暮 611 7･-･l8 卜 S

Starldarbdeviationofsos
ceptibility,d･

Knockdownc氏ciency,b-
Llq.

Indexofmedianknock
downtime,L

Medianknockdowntime,
･T三loglL(min.)

翠

.-Tat)1eu･Relatveeffectiven9SSOfthemosquitocideincens?smadepfpyrethrum,n,ixed
withpiperonylblltOXideto,thestandardmosquitocideinFenSe.
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わかるようにL!･とん.ど pyrethrinsを合有せずまた

p.l'utoxjdc･をもねりこんセいない蚊 醸香(∩)にお

いでは32分Tlnでは供託昆虫の-'Tt数を許下仰招せしめる

効力は糊柁できないが,これへ p.buto･yideを 0.ETJ,
1.0,2.0,0.'の刑介にねt)こんだものはその才J'効比は第
･千･たかまっている｡すなわち p.hutoxideの薮でも

60%致好下仰標の効-JJは糊柑できろ｡ しかし p.Vrd-I
thrinsを0.2%含有する紘杏(約7号)rには及ばないこ

とがわかる｡友対に pyrethriム0.2%を合有する緑
樹こさらに一p.blltJoxideを0.5,■1.0,2.0%加えたもの

は pyrethrins0.2%_FP糊 のものより若干有効度はた

かまつp⊂いるoすなわち1-p･butoxideを混入するこ
とによって共力効果を期待することができ,土の割合＼
で混入したものは捜蔓担税香とほ ひゞとしい有効度をし一

めナことがしられるolLかしこの兆力効風土p･buto-
Ⅹideの多少は 0.5から2.0の施四では変りないこと

がわかる｡-

(5).Pyrethrinsa･p･bntoxide を混合塗附

Lた蚊塀陵辱のイエJ{エ成虫を落下仰取せしめる効力｡

(i) 供試牧審こ今同の突放にもちいた取捌するた
めの訪;地似不は.扱顧粉120gr.タブ粉133gr.木粉45

gr･に対して水 409cc̀を加えて⊥粗こ況余し春棚 hll
Lu裸で重きn･したもので,飽附の方法は妨1mのそれと
おなじで洗Ft的安の組成は妨13尖上段にしめしたとおt)

である｡弦地紋香の和迩によって pyretl.1rins に対

する pT･I,utoxideの典力効果がことなるか否かを放

討する目的をも?て,昭和27年2A.18別こ温皮約20oC

の恒温宝中でおこなったものである̀｡

(ii)一実験結果｡各挽香煙雷の被副 こよって/[エ

バェ成虫が落下仲居する時間的琵過を累積胃各率をも

って表示すると妨13末のごとくである.-
⊂ー

(iii) 考 察｡妨13表から各校香の絶対有効度_i

控iqi娘否にたいする供託投香だたいする供試祝着の相

対効tiEとを計許してかかげると妨14,1年式のごとくで

ある.p･butoxide-のみを 0･5,1･0,等･0% あ割合で

塗附した蛾 松否は(那4,5,6Tf)は,全怨これをもち

Table13･TheTime.T (min･)-pe.rcentknockdolVnYx(形)tableof.ldllltsoftheco由-

mon house幻y (MzLSCa-domeslicaL･)l'ythesoこcalled でoat王ng mosquitocidc inqcnses
chargedwithpyrethrinsalldpiperonylbutoxideinvariousco'nccntmtion汚.

MoSquit6eideincense ･Coating-mosquitocide~incensetestcd ZlaSisLorcoating St.TLndard_､mosquitocide~Incense

Codesign 1. .2 4 41 6L. 6': 7 B . S

CoTltentSOfactiveinredintsin Py-rethrins 0.2~'0.2 0._2 0.2 - 0.59% .

g ebenzol主olutiOrl二fordiiIping(%)/ P.butoXide ~0.5･1:0 ･.5.0 0.5 l上o 2.0 - -

-NO.ofeh'Periments -.3- ,.B■13二 3 ･3 3 .3-. .3J -3 .

6 15.6317.7639.26I.9.01･_9.16■6.82･20.14 I.F;1.22 28.89 '
8 48.4450｣4660.0019.8233.5935.61~46.53 2.3.26 4t7.70'

Time.T - 12 64.0674.7774.8220T72■41.2240.1{)61.ll :36.2t'J I;0.74
1̀6. 67.1983√1884.442三I).2342.7.T:)47.73別..rj8 37.68 6R.8!l
24 76.5687I85~89.6331.ri3榊.-3850.7672.fJ2 39.13, 80.00

Table14.AbsoluteeLrectivcnessoftheso-calledcoatingmo5quitocideincensesandthe
standardmosquitocideincensetested･

Mosquitocideincensc l l 仁 2 I 3 l4ト 5 1 6 I 7 回 S

Standardde､･iationofsuscep-
tjbility,d

KnockdownefBdency,a-I/d
lndもxoEmedianknockdown
time,i

Medianknockdowntime,T-
log-Ii(min.)II
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Table15.RelativeeffectivenessofthesoICalledmosquitocideincensestothestandard
mosquitocldeincense.

Mosquitocide-incense II l 2 13 卜41 5 1 6 I'7 lB

いない諾地紋香 (B)とほとんどおなじ程度の効力し

か'Jfせず,･盈附した場合の p.butoxideの効力は燃

出によって全く消減するかのごとき結果をしめしてい

る〇二万 pyreihrinsを.0･2程度塗的した映香第7号
の有効圧とさらに p.butoxideを0.5,ユ.0,2.0% の

捌合で併用塗附しキ弧香 (如 ,2,3号)の有効度とは
ほとんどひとしい｡､これから pyrethrinsに対する

p.butoxidとの非力効泊まこの場合然期待しえないも

のと結論される｡

(.6) P･btltOXide をねりとんだ蚊衣紋香のイエ

JT'ェ成虫を落IF仰転せしめる効力｡
･(i).供試線香｡除虫菊及び抽出相中に合有さ叫声
pyrethrinsの正は,前記妨4節のそれtpおなじであ

Table16･T(min.)-percentknockdown
Lly(Muscadomcsll'caL.)bythepyretlhrum
butoxideinvariousconcentrations.

るが,これをもちいて線香に製造す季節の方法におい

･て若干ことなる｡すなわち除虫菊粉と抽出粕とを勉定

量混合し,これに p;butムⅩ阜deを加えてからタ7'粉

骨投入して等畳の水を加えてねt),緑香におしだした

ものである｡この実験はこうした製造法の相笹が

pyrethrinsに対して p･huto軍ideLが共力効果を発

揮するか否かを放討する目的で,昭和26年2月26日温

度 20oC.の恒温豊中でお となったものである｡

(ii).実験結果.各班香焼感の披拓によってイエ

バェの成虫が落下仰揺する時間的超過を表読する妨16

式のごとくである｡

(iii) 考 轟.1第16式から各班香の絶対有効度と

捺堆悦lGに対する供託由否の相対有効度を計井して讃

Ŷ･(%)tabledf,adults■oftheeommpnhouse.
mosqtlitocideincensesmiⅩedwithpiperonyl･

Table17.Absolute･eLfectivenc'ssofthemosquitocideir)censesmadeofpyrethrum
mixedwithpiperonylbutoxideandthestandirdmosquito-cideincensetested･

･Mosquitocideincense ･ ト 2 I3 日 1 5 I 6 I7 回 S
Standarddeviationofsus-
ceptibility,d

KtlOCkdownefBciency,b-
1/〟
Indexofmedianknock
downtime,i

Medianknockdowntime,
T-log-Ii(min.)

輩 輩 …葦 等
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Table'淵.RelativecLrcctivenessofthemosquitocideir:αnsesm.1deof,pyrethrummiⅩed

Withp王peronylbutoxidetothestandllrdmisquitocideinccnsc･ '

荊する主節17,18訪至のごとくであるopyrethrinsを

も的んど合有せず p.tiutdxideをも混じ長い第8号

における有効度はきわめてわずかで,/一実験を結了L

た32分間ではわずかに33%あまりを落下仰転せしめた

にすぎない｡これにp.btlioxideを3.75,7.5,15.0%

程度混入したもゐ (節4,5,6号)は若干和助産が高ま

?ているが,その程度は三溝ともおなじで p･buto-.
･Xideの故には関係しない｡ しかし亘の効力は松野娘

l 香のそれにはるか及ぶべくもない｡

っぎに pyrethri'nsを1･5,cc,程度含有する梯香 (節

7.号)紘,捜準映香の有効圧には若干及ばない｡とこ

ろでこれへ更に p.butムXideを3.757.515.0% 程度

況札 た線香 (妨1,2,3-%)､が約8号昧否の有轡皮を
＼' 竣謁するものならはpyretllrinsに対tlap.buto-

Ⅹideの共力作附はあるものといいうるカモ,都矧よこ

r･れに反して全くその共力効タミはみとめられない｡i.LT

ていうならば第3号の取替に若干の共力効果がみとめ

.られるようである｡

'(7) 各製造業者依相の p･btltOXide混入蚊軍扱
香の検定結果｡

餌者は昭和25年12月1日以降今日迄,本邦の視香遊

出架-#数社からp.butoxideを混入した騎西10数唖

の有効圧検定を俵均され,イ-I,･ェ叉はアカイ主ヵの

成虫をもちいてその有勃匹を検定したが.･その結果は

共力効果の有桝 田牛はした｡､これらの試料はその剥泣

した原料の品照がまち:fちで.叉批 乃至その組成も

つまびらかでないものが多く,詳細か実験結果をここ

にかかげるこ･_tはむしろ無意味にひとしいことおもわ

れたから一切を省略してしめきないが,ー概括的に考察

して粗をな製法をたどらたものには効果がみとめられ,

､結末製品において柾門のものに放ては有効度は-ねこ

);･.しいものではなからた.そしてその有効姥はそこに

もちいられた p･Putoxidc乃至 pyrcthrinSの比と

の問には明際な関係をみとめることはできなかった,

V.結 ･ 翰
以上にいくつかの試料についておこなった試験結果

･を矧デ,それぞれについてm恥な考実子をしろしてきた
が,これらの結果を結合して結納するちらは,蚊取祝

祷のような燃塊をともなう位相形態において pyre-

thrinsに対する~p.butoxideの共力効果を期待する

ことはむしろ悲観的観測の域に院するものといいえよ

ヽ

ち,光にものべたように蚊取扱香の有効度は,そこに

合有される有効成分の丑よりもむしろ燃蜂に関与する

いわゆる物理的の諸罪跡こ支配されることが大きく.

そのため共力剤の効果を,綜合結果としてあらわれた
有効度のrPに見極めることは容易でない｡叉たとえ燃 ‥

艶を助成藩 効馳 たかめる物理的の要因をさがしえ -.
たとしても,果してそれを工業製品に具現せしめうる ,-
か否かもまた技術的に疑問であるO'工業的に若干大鼓

の試製品を作･-3!し,一般肘TJ新の弼 釦土問うて有効価
値を評価してみるととも必封である｡また一万本実験 ー

結果の考矧ますべて供をt柏rT'における有効成分分有n

が,一割辻当初(?理泊比を付和しているものと考えてこ

れをおこない,潜血 後における化学的のr/iIも脚 力沌 参

考とする方法によっていなし:ことは,未完Fn文の;朝食枯
弟がきわめて不弘一である瓜においてTT搾 をAtする耶

柄として指摘される｡また訪;地h't{守の原料をかえ.乃

至は況入校香を割出する際にその広げIを投入する柑伸J
をかえていろことが,轟を手ミ矧TT,のだ馳'C乃3VJ-助成分合
有に̂鰐する謂条作をどの柁脚TI''iiLTせしめているかを,
物理乃至化学的方法によって検討せられていない点,
これらの7似了を比頂考究亨するilにおいて不充分である
というそしl)をまぬがれえない｡

VI.摘 畏

除Wq'･J.蚊可視I柄 に piperonlybutoxideを併せ用

いるととの価.Viを検討する口約で,.混合乃至塗附の方 /

法によって割出した数10位の蚊収税香について,いく .

とおりかの実験をおこなったところ,卓の効果は良否 .

細字はした.しかし概括的にみて併用の価掛も むし.

ろ悲観蛎観測の執 二院するものである｡奴衣紋香の有

効度はいわゆる燃焼に関与する物理的の謂性許に支配

されて変動するため,.p･hutoxl'dcの共力効果を生物

垂釧()カ班によってのみ見きわめもこと(阜糊刃臣であるb
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Rdsume

T王le☆riter▼inthepresentpaperldiscussed

学 界 17丑暑 ､

Ion･theeffectivenessofpyrcthrum･mosquitocidc
＼iりCJenS'eusedpiperor)ylbutoxidejointly･ltis
considもredthatthesynergisticactionofpipe-
-r.onylbutoxidetopyrethrir)sisnotexpected
ìntherhosquitocideincensc･Andalso,itis-very
necessaryforinere?singtheeffect-venessof
thesekindsofincepsesthatthe･variouschara-
cteristicsofincenseart∋inl,eStigated atthe
chemicalandphysicalpointsofview.

--I0ntheRelationbetweenTemp.erattlreOfIIydrolysisandToxicityofTetraethyl
㌔-pyrophosphato.TetuoSAITO(Toka享-kinkiAgriculturalExperimelntalSta'tiQn,TeaI)ivi-1

S享op)ReceiyedJune5,1952,Bolyu-Kagahu17,56,1952(､vithEnglis.h･resum660)

ll TEPP 製剤の加水分解の温度と殺虫力との閑伝 輸賀哲夫 (農林省東批 数段琴試
放窃茶業部)27.6.5 受理 -

1.ヽ 緒 言

近年 DDT,B_HC 等の塩素系有擬合成殺虫軌につ●
いで有機妾削ヒ合物が殺虫剤として使用されるようにな

らた｡有機坊化合物の殺虫剤の一つであるTEPPを.,

才i効成分とする殺虫剛は既に我国に放てヰ農繁用朝剤

として実際に位月Jされ始めた｡ TEPPは昆虫に対し

て非1･;一に呪い殺虫-))を持っているが拓等動物に対して

も叉掛 ､碍性を布しているoLかし有効成分の TEP

P:.ltF.ぴに若干の殺虫･))を有する副成分の HETP は ,.

兆に水に稀釈すれば比較的迎かに加水卵 緒 起してiB:､

性を与t!なうと言われてし.､'a｡比の加水分解の速さを

知る丁ぬ M場に2_O･いて放和した弦効のiil成分の飼風
軸別項淡い38-.びに残効殺虫力等の多くの詔要な問屯を

知る上た緊穿なことである｡ll.Cô ･m s並びに S.

II･t-Iサ'･r･.andMartin Ĵconsoが'は稀釈した TE ■

PPの分解を化学的に測EJ'jiiしたo桝 は上に述べた目

的をもってショウジヨウ,.IllDrosophila㌘elanoga-

SterMF;IG】.;Zqの野生型成虫を用いて殺虫試験を行い

その殺虫力から分解の連荘を推定せんとしてこの小実

験を行った｡′

始めに別懇筏な御指導をたまわつわ加藤部長を始め

Th'JIl技官瀧びに鳥井技官に心かち御乱申し上げると共 -

に冨仰 の労をとられた刑部肪氏にTF･く感謝する次節で

ある｡なお御校閲をかたじけなくした)棚 状学.=棚u教
授並びに河野講師に感謝する次茄でみる.

ⅠⅠ.一束 放 材料 ●

I(1) 供試薬剤 本実験に位Ff]したTEPP巻き剤は .

T,EPP(Tetraethylpyrophospha,te)を 36;58%

細 和2(唾 3月10EI分析)含有する日本化学羊菜株式会 ~r

政製造の市販品である｡本別の供託昆虫に対する有効

圧決定にあたb/ては11の'a故フラスコを用いて:prI

6･8の蒜滑水によL)正確に100O,:2000,4000,8000,

16000,並びに 32OOO倍に稀釈して直ちに試畝に供 L -

5臥

た｡加水分解後の有効度決定には同様の蒸濁水を川い

同じ方法で,､lQOO倍に稀釈し15,25並びに 35oCの
3校類の恒温器に究蛭をして休拝し晴男下で,12,24,

48,72.並びに 96時間放置した後に試験に供した｡-

(2′)･供託昆虫 _

,当嚇付近で採収し軒 ,去ウジヨサバェ D,osoJ･hiLa
mez去nogaslerMRIGrIN-の野生型q)ものを刻こ述べる

軍法で累代飼育を行い嘩唯の別なく卿 ヒ笹24時rL似 内 ●

の成虫を1回の試験に約30頭宛用いた｡供託昆虫の飼

育は刻Lk.した屈鈴繋400gを 590ccの水で30分TM-,rrx
排しこれを沼別L'七煎汁に砂糖 40i,韮天 60gを加

えこ柑こ水を加えて全体を.llI.こして繁夫をよくとか
し,500ccの三角フラスコに 200ic宛分牲し,:約位
を施して投首釜で7ポy ドで20分fhEl設問し,これに1

白金耳の酵母を接性し.25oCで24時間範班させた筏

に乾熱投菌した酔 ド紙と4つ切りにして入れる,次に ∴ヽ
雌堆20対の羽化24時1日杓の成虫をエーテル麻酔して入

礼,25oC の恒氾裾内で飼育L,_5日間立卯させてか

ら成虫をフラスコ､与りとりulL茨の肘 宅の成虫を羽化
させた｡

III.L＼実験装藩と方法

約1図の如き装置に前記の供託昆卑を入れ下方の,I

ム栓を耽してこれからガ.5'ス製の小型唄封器で 2cc
の薬液を 5.811】S/ihi.のEEカで唄詔し再びコ･ム栓をし

て落下仰原虫数を一定時間毎に数えた｡なお殺虫試験

は30oC内外の実験室内で行?た.
lV.､実 験結果 ~

供託薬剤を前述の紐皮に稀釈後直ちに殺虫試験を行

った結果は約1衣にか げゝた如くであ̀る｡10OOI'･i:液に

ついて前述の-起条件下に作った後に行った投出拭助

成矧 ま妨2表の如くである｡･

'V.音義と結論 ~

ABH SS (1)(5)√は昆虫の燕別に対する抵抗性の分布は


